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　　　　　　　　　　脚　注
1）選択課題の判断対象として自己と他者の2題ずっを
　用意した理由は、同じ提示刺激に対して複数回判断
　させることを目的としていたためである。心の理論
　研究では、判断対象が自己か他者かで判断の難易度
　に違いがあるか否かということが議論の対象となっ
　ている（e．g．，　Astington＆Gopnik，1988，1991；
　Holmes，　Black，＆Miller，1996；Wimmer＆Hartl，
　1991）。情報を入手する際に考慮するべき点に関する
　判断も、判断対象の違いによって影響を受ける可能
　性も考えられるが、この点は本研究の目的ではない
ため、判断対象による違いは分析しなかった。
2）本研究の分散分析、x2検定、フリードマン検定及び
　その下位検定は、SPSS　10．OJfor　Windowsを使用
　した。分散分析の下位検定はステユーデント・ニュー
　マン・キュールズ法を使用した。
3）知識獲得方略課題では、各質問毎に選択肢は2択で
　あったため、偶然に正答を選ぶ確率は2分の1、すな
　わち、正答率50％がチャンスレベルであった。
4）長田（2002）と齋藤（2000）ではPerner（1991）の
　「行為の成功」に対応する課題が異なり、長田（2002）
　はPerner（1991）の定式化にそのまま対応した課題
　であるが、齋藤（2000）はPerner（1991）の定式化の
　「行為の成功」の側面に修正を加えた課題であった。
　実験2では、Per er（1991）の定式化をそのまま用い
　た課題を使用する。その理由としては、齋藤（2000）
　の課題では、より成人の理解に近いと考えられる定
　義としたために、結果的に、3側面の課題構造が異なっ
　てしまい、特に年少児における「行為の成功」の側
　面の理解を過小評価していた可能性があったためで
　ある。
5）修正得点は、正直にわからないという回答（無答）
　をした子どもが不利にならないようにするための措
置であり、誤答数（無答は含まない）を、選択肢か
　ら1を減じた数（PVTでは3）で除し、その数値を
　粗点（正答数）から減じた値である。
6）「知る」課題選択課題では、各ストーリー毎に選択肢
　は3択であったため、偶然に正答を選ぶ確率は3分
　の1、すなわち、正答率33．3％がチャンスレベルであっ
　た。
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46
の発達」の一部に加筆修正をして作成したものです。
本研究の実施の一部にあたっては、文部科学省科学研
究費補助金（特別研究員奨励費、課題番号7668、課題
名「幼児における心的単語の理解と知識獲得」受給年
度平成12年～13年）の助成を受けました。
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英文要約
This　study　examined　young　children’s　understanding　of　the　fact　that　one　need　to　access　inforrna－
tion　source　in　adequate　manner　in　order　to　know　something　exactly．　In　this　study，　three　points
which　one　rnust　consider　in　order　to　know　something　exactly　in　actual　knowledge　acquirement
were　assumed；（1）quality　of　information　sources，　i．e．，　one　need　to　access　more　reliable　information
sources，（2）rnode　of　experiences，　i．e．，one　need　to　access　information　sources　directly，（3）frequency
of　access　to　information　sources，　i．e．，　one　need　to　access　information　sources　many　times．　Children
chose　which　way　was　better　if　they　wanted　to　know　the　objects　better．　In　addition，　children　were
given　the　task　examining　understanding　of　knowing，　modified　Saito（2000）．The　findings　were　fol－
lows．（1）3－year－olds　didn’t　understand　the　fact　that　one　need　to　access　information　source　in　ade－
quate　manner，　and　this皿derstanding　developed　with　age．（2）Understanding　of　the　fact　that　one
need　to　access　information　source　in　adequate　rnanner　was　related　to　their　understanding　of　know－
ing，　especially，　among　4－year－01ds，　understanding　of”access　to　relevant　information”aspect　of
knowing．
［Key　Words］Yo皿g　Children，　Quality　of　Information　sources，
　　　of　access　to　information　sources，　Understanding　of　knowing
Mode　of　experiences，　Frequency
